




























(1) B町r,]., The Scottish Covenanters, 1947. p. 249. 
（到 ここでは邦語文献を引用しておく。 「蘇格蘭ではノックスの熱誠と奮闘とによ
って徹底した長老主義（Presbyterianism）の国民的教会を創設し」（石原謙「基








義の要約であり（Brown,P. H., John Knox, 2 vols, 1895. vol. I p. 122 

























































きない，という趣旨の一文はその好例である。（Registerof the Kirk 
'Session of St. Andrews; i, 75.) (3）「規律の書」第五項（ー〕の，監督
4設置の趣旨を説明する“mostexpedient for this time”という諮句を













































































































































(1) Rait, R S, History of Scotland, rev. ed., 1946. p. 142.参看．なお，
Burleigh, J H. S, A Church History of Scotland, 1960. p. 176 をも参照。
(2) 「規律の書」（Dickinson,W. C. ed , John Knox’s History of the Refor-


















(3) Laing, D ed, The Works of John Knox, 6 vols., 1846~1864. vol. VI. 
スコットラシド長老町教会の成立に関する一考察 237 
p. 386. 
(4) Ainslie, ] L , Ministerial Order in the Refor血edChurches, p 110. 
〔Donaldson,G ed., Common Errors in Scottish History, 1956. p. 14.による〉
(5）例えば， Brown,P. H, John Knox, vol I p.134.また， Donaldson,Com-
mon Errors, p.14ー をも参看。
(6) Donaldson, Common Errors, p.14. なお， Donaldson,G., The Scotti由
Reformation, 1960. p 144.をも参看。
(7) Donaldson, The Scottish Reformation, p 110 
(8) Knox’s History, vol.I. pp.115,225,243. 
(9) この点に関Lては，後述する TulchanBishopの項を参照されたい。
制 Calderwood,History of the Kirk of Scotland, vol II, p 160. (Dickinson, 
W. C.,Andrew Lang, John Knox and Scottish Presbytenanism, 1952. p. 32. 
による）
ljJ) Knox’s History, vol. I. pp. 283-5, 322 
｛母 ditto.
(13) Donaldson, The Scottish Reformation, p.119.参照。
幽例えば，会衆D招請によって，直ちに牧師になった例がある。Knox＇’sHistory, 
vol.II. p.321.あるいは叉，貴族・パロY ・都市委員が主要都市町牧師を任命し
た例もある。ジョシ・ノックスはそのひとりである。 1b1d.,vol I p 334. 
的 ibid.,vol.II. p.288. additioとして「規律白書Jに追加された。
側 Donaldson,The Scottish Reformation, p 120.多看。
日町 ditto. 
(Uj Knox’s HIStory, vol目I.p. 276.参看。














屯明 ib,d., p.123 
悦，b,d• p.124参照。
官自 ibid • pp 124-5. 
唱団 ibid • p. 125. 
自1ibid., pp 125-6. 







































































































,1) この点については，一般的に承認されている。例えば， Lee,M., James Ste-
wart, Earl of Moray. A Political Study of the Reformation in Scotland, 
1953. pp.22-23.参看。この点は，教会史家によっても強調されてし喝。Cun
ningham, J., The Church History of Scotland, 2 vols, 1882. vol I p. 279. 
イ＇2) Grant, I. F., Social and Economic Development of Scotland before 1603, 
p 234. 
・{3）修道院（｝） temporality It，もはや回復不可能とみたからであろう。 Burleigh,
op. cit., p.176.参着。
,(4) 「規律四番」第五項「牧師自給与，ならびに教会に正当に所属する地代と財産
の分配に関して」 Knox’sllistory, vol. !I. pp. 288-302. 
~51 カトリック教会財産は，宗教改革前において，様々のかたちで分割・盗用され
てしまっている。そり一例としてゴメ Y！／＇ム制度を挙げることができる。 Grant,
op. cit , pp. 222-3.参看。
〈回 Kn位’sHistory, vol !, p. 344. 
。）改革者らは「規律白書jが議会によって批准されることを求めたが， 1561年1
月になり :;1Yずェ Yi/ョYによって拒否されてしまった。こり事件は，議会と改
革教会自分離を示すものとして，特に重要視されるべきである。 Rait,R. S. and 
Pryde, G S, Scotland, 2nd ed ,1954 p 53 しかし，この直後プロテスタ
シト貴銭りうち34名が，個人の資格において，この書を支持しこれに署名した。
Knox’s History, vol.I, p. 345. 
(8) Donaldson, G. ed., Accounts of the Collectors of Thirds of Benefices 
1561-1572, 1949. ix. 
。） こり問題は，スゴクトラシド宗教改革を理解するための基本問題であるから，
別oコ機会に論じたい。
t的 Knox’sHistory, vol. I, p. 360. 
(l) ibid., vol. I, pp. 28-9.および Actof the Privy :council relating to the 
242 
τhirds of Benefices. (Knox’s History, vol. I pp 331-2に収録〕参看。
仰 Knox’sHistory, vol I, p 29. 
ω本稿においては， Pー ヌ協約以降，改革教会内に出現した bishopを「主教j
と訳出L，カトリック教会の「司教」と区別する。
{l~ Mathieson, W L , Pohtics and Religion, a Study in Scottish History 
from the Reformation to the Revolution, 2vols ,1902. vol.I, p.288.および
Donaldson, Scottish Reformation, p 166 




Reformation, p.170.また，ノックスカミパース給会にあてに書簡参照。 Lamgr 





のではなし、。 Dickinson,W. C., Andrew Lang, John Knox and Scottish. 
Presbyterianism, pp. 31-2.および Donaldson,Scottish Reformation, p 168. 
ならびに Brown,P H., John Knox, vol !, pp 92-3, vol. I, pp. 278-9.参看。
聞具体例については， Grant,op cit., p. 241 および Donaldson, Scottish 
Reformation, pp.172-3.参看o
us 当時のー プロデス；$＇ y f TこるAdamsonは，誤刺して次の如くいっている。「三
種類のピγヨヅプが存在している。 MyLord Bishopと MyI心rd’sBishopと








































































(1) Lord Balfour of Burleigh, The Rise and Development of Prsbyeterianism 
in Scotland, 1911. p. 67. 
(2) Donaldson, The Scottish Reformation, pp.140-142. 
。：） Dickinson, W. C and Donaldson, G. ed , A Source Book of Scottish 




但） Donaldson, The ScoWsh Reformation, p.143. 
(5) Donaldson, G., Scotland-Church and Nat10n through Sixteen Centuries, 
1960. p.62. 


































































































































vol. I, p.135.〕61年9月，女王メ79ー との第一回会見において，「臣民は君主
に抵抗してもよいのか」という女王の問に対L，ノックスは，「もし君主がその限
界をこえるならば......力による抵抗をうけることは疑いないことである」と答え
ている。（ibid, vol I. p 16.) 
刷 TheConfe5'ion of Faith 0)第二四章「官窓について」参看。 (ibid.,vol. IL 
p.271.所載〉
(4) Knox’s History, vol I, pp 287,291,293 
(5) ibid., vol. I, p. 334. 
(6) rbrd., vol I, p 273. 
(7) ところで，ノックスの教会政策は，「規律の書」が貴族らによって拒否されたた
め実施困難となり，夏に1561年，女王メ79-0)帰国により，全面的に実施不可
能となった。 ｝79ー は，カト FVズムの信奉者であり，改革教会D禁圧を企図
していたから，彼女に敬度な君主を期待することができなくなったからである。





(9) Booke of the Unrversall Kirk, vol. I, p. 212. (Dickinson, op. cit, p.17. 
所載〕
側 Dickinson,op. cit., p. 20. 参看。なお， 1572年に採択された，主教就任の際
のOathof Supremacyには「国王陛下は，世俗白事柄におけると同じく，宗
教の保持と浄化においても，この王国の，唯一の合法的かつ至上の統治者であ
る」との語句がみられる。 SourceBook, vol. II, p. 12. これはイシグラyドの
Oath of Supremacyを一部変改したものにすぎぬことも注意さるべきである。
(l) Source Book, vol II. p 22. 
仰 ditto.
03) M’Crie, T., Life of Andrew Melvrlle, 1856. p. 69. 
a~ Wnght, R. S. ed., Fathers of the Kirk, 1960. p. 37. 
師 M’Crie,op. cit., p. 181. 
25日










































(2) M’Crie, op. cit., p 52. 
（司 ibid.,p 54. 
（筆者。希望により英文要約を省略致します一編集委員〕
